
ＤＸ加速化プロジェクト形成事業について

ＤＸ戦略本部事務局

１ 概 要

産業分野の競争力強化や地域課題等の解決を図るため、アイデアソンの開催等により選

定した実証プロジェクトの実践を通して、デジタル化及びＤＸの先行事例を創出する。

なお、プロジェクト管理業務はＩＣＴ、ＤＸの知見を有する企業に委託する。

【予算額】 １８，０４１千円

内 訳：① 共創プラットフォーム運営事業（ＰＭＯ委託） ３，０４１千円

② ＤＸプロジェクト実証事業（３件分） １５，０００千円

※ ２件のプロジェクトは採択済み。残り１件の審査会を実施。

２ 進捗状況等

資料３

【アイデアソン（第３回）】

・開催日 令和３年１０月１日（金）

・参加者 ５社・課、７名

・内 容 １件の実証アイデアの提案があり、ブラッシュアップを実施した。

選定された実証プロジェクトの内容に応じた県担当課に５００万円／件（上限）の予算

を再配当（委託費）し、実証プロジェクトを実践する。

提案された地域課題等を担当する

所管課に相談・了解

再検討

yes no

【アイデアソン（第４回）】

・開催日 令和３年１０月２７日（水）

・提案された実証プロジェクトのうち、審査会で一つを選定

・申請されたテーマ（１件）

「既存データを利用し再エネ大量導入時代に向けたＡＩを活用した

きめの細かいインセンティブ情報構築と有効性の確認」

第４回目のアイデアソンに向けて、アイ

デアベースの提案を実施計画レベルまで

ブラッシュアップ

コンソーシアムメンバーの提案

（前回の採択案件）

・スポーツ振興課（データとデジタル技術を活用したスポーツ参画人口拡大実証事業）

・都市計画課（３Ｄ都市モデルを構築し、ハザードデータの情報提供等を行う「ＤＩＧＩ－

ＭＡＣＨＩ－ＡＫＩＴＡ」デジタルシティあきた実証事業）



【選定された実証プロジェクト提案】

１

事 業 名
既存データを利用し再エネ大量導入時代に向けたＡＩを活用した

きめの細かいインセンティブ情報構築と有効性の確認

提 案 者 ローカルでんき株式会社 （湯沢市）

担 当 課 エネルギー・資源振興課

事 業 概 要

カーボンニュートラルの実現に向けて再生可能エネルギーの導入拡大が注目される中、天候等

の環境変化による電力卸売市場の価格変動に対応し、電力を使う側の使用量を抑制する取組が小

売電気事業者において重要となっている。そのため、電力使用量を見える化し、卸売市場の動向

や電力の使用状況に応じて、割引価格やポイント付与等のインセンティブ情報をメールで自動配

信するなど、デジタル技術を活用した仕組みを構築する。

今回の実証プロジェクトでは、既存顧客の過去の電力使用量データ（グラフ等）を基に、ＡＩ

でパターン分析を行い、予測市場価格とのバランスを取りながら、提供可能なインセンティブの

総額を算出する。


